
2026 年 2 月 1 日 

ドロー委員会 

ＪＬＴＦポイント制について 

 

 ＪＬＴＦ大分県支部は、各試合の基準の適正化を図るため、県協会の規定を参考とし、ポイント制を採用 

しています。会員の皆様には、より一層のご理解を持たれたうえで積極的に試合に出場されますようお願い

いたします。 

 

•ポイント制を採用している試合 （ダブルスのみ） 

県協会主催の試合   正月テニストーナメント・東九州トーナメント・大分県テニストーナメント 

           大分県選手権・Ｂ級Ｃ級トーナメント 

ＪＬＴＦ主催の試合  桑名杯・ピンクリボン・全国レディース・九州ブロック・クレストレディース 

お部屋ラボカップ 

 

・県協会のポイントを基準として、ＪＬＴＦ主催の試合のポイントをつける。 

県協会規定が改正された場合は、関係箇所を修正する。 

 

・ポイントはシード順位の決定に使用する。 

※クラブ対抗は前年度の結果でシードを決定する。（第２シードまで） 

 

・《シード順位の決定の仕方》 

  イ．前回の試合を含めて１年以内のポイントをもとに順位を算出し、高位の者からシードをつける。 

  ロ．順位ポイントが同ポイントの場合の優先順位 

     ① 総ポイントの高い方のペア 

     ② 同一ペアで取得したポイントの高い方のペア 

     ③ 異なるペアの場合は高いポイントを持っているペアを優先する。 

     すべて抽選とする場合がある。 

ハ． 推定（前回のシード順、または順位など） 

 

・《順位ポイントの算出の仕方》 

★上位２つのポイントの合計 

★１つしかポイントが無い場合は、そのポイント×２×０.７ 

 

 

・すべての試合において、シード選手が欠場した場合、ドローの作成後は再編成（リドロー）しない。 

大分県支部独自のルールに基づく。 

 

☆ 上記について不明な点、または不都合が生じた場合は、ドロー委員会をもって対処する。 

   （支部長 副支部長 事務局 常任理事 ドロー委員） 

 

 


